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米
国
企
業
は
、
依
然
世
界
の
半
導
体
産
業
で
大
き
な
市
場
シ
ェ
ア

を
誇
っ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
の
世
界
の
半
導
体
産
業
売
上
高
の

四
七
％
を
米
国
企
業
が
占
め
て
お
り
、
第
二
位
の
韓
国
（
一
九
％
）

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
第
三
位
は
日
本
・
欧
州
〔
共
に
一
〇

％
〕、
第
五
位
は
台
湾
〔
六
％
〕、
第
六
位
は
中
国
〔
五
％
〕）。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
別
に
み
る
と
、
米
国
企
業
が
と
り
わ
け
大
き
な

シ
ェ
ア
を
握
っ
て
い
る
の
は
、
フ
ァ
ブ
レ
ス
（
製
造
を
外
注
し
設
計

に
特
化
し
た
業
態
）
で
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
六
五
％
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
Ｉ
Ｄ
Ｍ
（
垂
直
統
合
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
）
で
も
、
米
国
企
業

は
五
一
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
（
イ
ン
テ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ン
な

ど
）。
半
導
体
製
造
装
置
で
も
米
国
企
業
の
世
界
シ
ェ
ア
は
四
〇
％

と
大
き
い
。

　

し
か
し
、受
託
組
立
・
検
査
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
米
国
企
業
の
シ
ェ

ア
は
一
五
％
以
下
だ
。ま
た
、ピ
ュ
ア
フ
ァ
ン
ド
リ（
受
託
製
造
専
業
）

市
場
で
は
、
米
国
企
業
は
一
〇
％
の
シ
ェ
ア
し
か
持
た
な
い
。
半
導

体
生
産
能
力
を
見
て
も
、米
国
は
一
二
・
五
％
の
シ
ェ
ア
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
台
湾
、
韓
国
、
日
本
、
中
国
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
（
一
九

年
末
、
図
）。
製
造
技
術
を
見
て
も
、
米
国
企
業
は
微
細
化
で
台
湾

企
業
な
ど
に
リ
ー
ド
を
許
し
て
い
る
。「
前
工
程
」（
ウ
ェ
ハ
上
に

回
路
を
形
成
す
る
工
程
）
の
技
術
水
準
は
、
主
に
回
路
の
線
幅
で

測
ら
れ
る
が
、
世
界
最
大
の
フ
ァ
ン
ド
リ
で
あ
る
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

が
五
nm
（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
の
量
産
に
成
功
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
。

　

し
か
も
中
国
半
導
体
産
業
の
台
頭
が
著
し
い
。
政
策
的
支
援
に
よ

り
中
国
の
半
導
体
生
産
能
力
が
二
四
年
に
は
台
湾
に
次
ぐ
世
界
第
二

位
に
拡
大
す
る
一
方
、
米
国
の
シ
ェ
ア
は
縮
小
す
る
と
の
予
測
も
出
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て
い
る
（IC Insights

）。
ま
た
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
傘
下
の
フ
ァ
ブ

レ
ス
の
ハ
イ
シ
リ
コ
ン
は
五
nm
チ
ッ
プ
の
設
計
能
力
を
持
ち
、
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
に
製
造
を
委
託
済
み
だ
と
の
報
道
も
み
ら
れ
る
。

半
導
体
大
競
争
に
お
け
る
米
国
の
落
と
し
穴

　

米
国
に
と
っ
て
半
導
体
は
航
空
機
、
精
製
油
、
原
油
、
自
動
車
に

次
ぐ
主
力
輸
出
品
で
あ
る
。
ま
た
、
半
導
体
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

こ
と
が
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
量
子
分
野
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
な
ど
で

の
競
争
力
確
保
、
ひ
い
て
は
安
保
上
も
肝
要
だ
と
米
国
政
府
は
認
識

し
て
お
り
、
半
導
体
産
業
の
競
争
力
維
持
・
増
進
に
影
響
を
与
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
企
業
秘
密
搾
取

と
の
理
由
で
の
中
国
企
業
の
起
訴
、
米
国
半
導
体
企
業
の
買
収
規
制

の
強
化
、エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
に
基
づ
く
中
国
半
導
体
・
電
子
メ
ー

カ
ー
に
対
す
る
輸
出
規
制
、
米
国
の
技
術
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い

て
第
三
国
企
業
が
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
・
同
グ
ル
ー
プ
企
業
の
設
計
し
た

半
導
体
を
製
造
・
提
供
す
る
こ
と
の
原
則
禁
止
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
半
導
体
工
場
が
集
積
す
る
東
ア
ジ
ア
で
緊
張
が
高
ま
る
な

か
、
米
国
内
に
先
端
的
半
導
体
工
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
安
保
上
も

重
要
だ
と
米
国
政
府
は
考
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
実
際
、
今
年
五
月

に
は
、
米
国
政
府
の
支
援
の
下
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
米
国
に
五
nm
工
場
を

設
立
す
る
方
針
を
発
表
し
て
い
る
。
米
国
議
会
で
は
「
米
国
半
導
体

製
造
強
化
法
案
」
な
ど
の
提
出
も
相
次
い
で
い
る
。

　

し
か
し
、
対
中
輸
出
規
制
の
さ
ら
な
る
強
化
は
、
か
え
っ
て
米
国

半
導
体
産
業
の
競
争
力
を
弱
体
化
さ
せ
る
と
の
声
も
強
い
。
結
局
は

他
国
企
業
に
中
国
市
場
を
奪
わ
れ
る
だ
け
だ
と
い
う
指
摘
だ
。
そ
れ

を
避
け
る
べ
く
、
米
国
政
府
が
他
国
に
対
中
規
制
へ
の
同
調
を
求
め

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
米
国
の
今
後
の
政
策
対
応
は
、
日
本
の
産

業
競
争
力
・
安
全
保
障
に
も
複
雑
か
つ
深
遠
な
影
響
を
与
え
る
だ
け

に
、
注
視
が
必
要
だ
。
●

図：半導体生産能力世界シェア （2019年末）

（出所）Semiconductor Industry Association（2020） “2020 State of the 
U.S. Semiconductor Industry,” IC Insights（2020） “Taiwan Edges South 
Korea as Largest Base for IC Wafer Capacity,” June 24より作成。
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